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1.はじめに

音楽は“苦による芸術" 1)であり，本来音響

の創作物であるため，時間が経てば消えてしま

うという'性質を持つO そのため，自に見えるも

しくは音を再生できる形にするために，コード

や音符に記号化して楽譜を作成したり，録音し

て CDやデジタ lレ音源を作成したりすること

になる。文字資料も文字に記号化することで第

三者がその創作物を利用することができるとい

う点では同じである O しかし，文字資料の場合

には，記号化することでその作品を鑑賞し理解

することが可能であるが，音楽の場合は，演奏

という再現行為を経ずしてその作品を鑑賞・理

解することができない。したがって，記号化さ

れた楽譜も，演奏者によって解釈が異なる録音

資料も，厳密には作品そのものとはいえない。

このような音楽作品の持つ性質から 1つの作

品に対して多種類かっ多パージョンの刊行物が

発生することになるO

音楽資料とは，音楽分野の図書や雑誌，楽譜，

録音・映像 (AV)資料を指す。音楽書や音楽

雑誌は文字資料であるため，一般の国書や雑誌

と同じであると考えれば良い。したがって，本

稿では音楽資料という場合には，楽譜や AV

資料を意味することとするo上述した音楽の性

質から，松下は，音楽資料(松下は， rパッケー
ジ系の音楽メディア」と表現)に関する主な特

性として，次の 7点をあげている 2)。すなわち，

( 1 )一作品多媒体， (2)ー媒体多作品， (3) 

多言語， (4)多責任性， (5)総称タイトルと

タイトルの非固有性. (6)多作家総称タイト

lレ， (7)作品の可塑性と断片化，である O

これらの内， (1)"'(4)， (7) は，刊行媒

体に関する特性であるO そして. (5)'"'"'(7) 

は刊行媒体というよりも音楽作品に関する特性

である。(7 )がどちらの特性にも関わるのは，

ここで扱われている改作や編曲といった可塑化

とー曲中の一部分を抜き出す断片化は，それに

よる刊行物の生成に影響するが，作品自体に関
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わる特性とも見なすことができるからである O

これ以外の特性についても，作品の特性は刊行

のあり方に大きく影響する。そこで本稿では，

刊行資料と音楽作品の観点から，再度音楽情報

の特性を整理し，音楽情報の特性が新しい目録

規則でどのように表現されうるのかについて検

討することを目的とする。

2.音楽情報の特性

2. 1 刊行資料の特性

音楽資料の特性では， (1)多様な資料媒体

と， (2)多様な刊行形態， (3)作品の収載形

態をあげることができる。そしてこれらの特性

が，音楽資料の複雑な書誌的関連 3)の要因となっ

ているのであるO

( 1 )多様な資料媒体

作成される順序は音楽のジャンjレによって様々

であるが，上述した音楽の性質上，同一作品に

対して楽譜，録音資料，映像資料などの多様な

資料が刊行される D これらの資料は，利用の目

的，利用対象者，機器の制約や機能によって，

さらに多様な媒体が制作されることになる。

例えば楽譜の場合には，印刷楽譜，手稿資料，

手稿資料(手書きのみ)の印刷複製，点字楽譜

などがある。研究の目的では，作曲者以外が校

訂したり，その時代の好みが反映されたりして

いる印刷楽譜よりも手稿資料を調べる必要があ

るO また，これらの版での違いを検討して，演

奏に適したエディションを選択する必要があるO

弱視者には，点字楽譜や拡大楽譜が必要となろ

つO

AV資料では，カセットテープ，コンパク

トaディスク，ビデオ・カセット，ビデオ・ディ

スクなどをあげることができるO これらの刊行

物は，音響技術の発展に伴って変化しているO

現在では，こうしたパッケージ系メディアでは

なくネットワーク上で利用できるデジタル音源

が消費者に好まれている。



(2 )多様な刊行形態

『伊勢物語』や『源氏物語』といった古典作

品に異本と呼ばれる異なるパージョンの同一作

品の版があるように，音楽資料についても異な

る版の刊行物が製作される。しかし，図書に比

べてその刊行頻度が非常に高しまた異版が多

い状況が一般的であるというのが音楽資料の特

長といえる~上記(1 )はある作品の同ーの

版に対する異なる資料が存在するということで

あるが，本項目で示したのは，同一作品に対す

る異版の多様性についてであるo ここでは，版

をエディションとパージョンとに分けて整理す

る。

異なるエディションが発生する要因としては，

異なる校訂者による解釈の違い，原典版や改訂

版などがあるo パージョンについては，異なる

調性や音域の指定，異なる言語，異なる漬奏手

段による編曲の他に，使用目的にあわせた総譜，

ミニチュア・スコア， ボーカル・スコアなどの

作成がある。

こうした異版の多様性は，書誌情報の検索に

影響する O ある音楽大学図書館の OPACでは，

ベートーヴェン作曲「交響曲第6番“田園"J 

を検索すると92件ヒットする O 検索結果には，

刊行国の異なる出版者，エディションの違い，

校訂者の違い，総譜やミニチュア・スコアの違

いなどによる資料が含まれているo刊行国が異

なれば，当然のことながら出版時に使用される

言語も多機になるo

AV資料の場合には， ライブ録音やスタジ

オ録音の違い，舞台音楽の演奏会形式での演奏

などがある。そのため，同一演奏者による異な

る時期や方法による同一作品の演奏，同一演奏

者による異なるパージョンによる演奏，異なる

演奏者による同一作品の同一パージョンの演奏，

異なる演奏者による同一作品の異なるパージョ

ンの演奏が発生するO そして， このことによっ

て，同一作品に対して関連性を持つ著作責任者

が増える。楽譜の場合にも，作曲者以外に編曲

者や校訂者などの著作責任者が関わることがあ

音楽情報のメタデータ新たな目録競則の可能性

るO 松下のいう「多責任性Jが生じるのであるO

( 3 )作品の収載形態

一般に，一冊の図書には一作品が収載される。

しかし，書誌的関連の研究にみられるように，

音楽資料では次のような収載形態があるO すな

わち，一資料(物理的対象)に一作品，複数資

料に一作品が分割されて収録，一資料に複数の

作品を収録，複数資料に複数作品を収録すると

いう形態である O 伊藤の調査によれば，国立音

楽大学附属図書館蔵書からランダムにサンプlレ

を抽出した結果，一資料あたり平均して楽譜は

8.6曲， CD は7.3曲が収録されていた 5)。松下

が「ー媒体多作品」と指摘するように，一媒体

一作品という形態よりも，その他の形態による

刊行物が多く見られるO このことも利用者が作

品単位で検索する際の障害となるのであるO

2. 2 音楽作品の特性

音楽作品の特性については， (1) タイトル

と， (2)主題について整理する必要がある。

( 1 )タイトル

音楽作品には，ソナタやワルツなどの楽曲形

式や，協奏曲などの様式がそのままタイトルと

して用いられることが多い。そのため，同じ作

曲家に同じ作品名の曲が多くあったり，異なる

作曲家に同じ作品名があったりすることになるO

楽曲・様式名が作品名として特に多く用いられ

るのは，バロック時代や古典派時代の多作家に

よってであるO バロック時代のある作曲家が同

じ形式による作品を数多く生み出したことにつ

いて，現代作曲家の一人は， r600曲のコンチェ

ルトを作曲したのではなく、 1つのコンチェル

トを600通り作っただけだJと酷評しているの

は有名な話であるO こうした美学的な見解はと

もかくとして，音楽が商用化するまで同じ音楽

作品を繰り返し鑑賞することがなかった時代に

おいては，音楽は消耗品であった。そのため，

演奏会毎に同じ形式による作品が大量に生産さ

p
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れていたことが，多数の同一作品名の楽曲が存

在することに関係しているo

また，有名な作品はニックネームで知られる

ことが多い。例えば，ベートーヴェン作曲「月

光ソナタJやピ、パjレディ作曲「四季Jなど，ニッ

クネームの方がよく知られている作品は数多く

ある。ちなみに前者は， rソナタ，ピアノ，第
14番，作品27，第 2番，嬰ハ短調j，後者は

「和声と創意の試み.第1-4番Jというのが書

誌レコードでの標目であるo

ニックネームは地域によって異なることもあ

るため，同一作品なのかどうかを同定すること

が困難になる。日本では「第九」でよく知られ

るベートーヴェン作曲「交響曲第 9番」の正式

な名称は， r交響曲，第9番，作品125，ニ短調J

であるO “合唱付き"あるいは

どという副題がつくことが多いが， “ダイク"

と呼ぶのは日本国有であるo さらに，刊行国の

言語の影響を受けるため，作品自体には文字は

使用されないが，多様な国で刊行されることが

あるため，同じ作品に対して複数の言語による

タイト jレが存在する可能性が高くなる。

(2 )主題

音楽作品に対する主題とは何であろうか。例

えば，音楽大学生に Rシュトラウス作曲交響

詩「ツァラトゥストラはかく語りき」という作

品に対するテーマを，尋ねたらどう応えるだろ

うO たぶん「曲の官頭の旋律部分はティンパニ

で始まって， トロンボーンがこんな感じ…Jと

いうのではないだろうか。楽曲における主題は，

主題旋律を指すからであるo 実擦に旋律から作

品を探したいというニーズは多く，そのような

ニーズ、に応えるために，冒頭旋律や主題旋律か

ら探せる Thematiccatalogues in music6 lや

F音楽テーマ事典J71などの参考ツールがあるO

上記のように音楽での主題に対する認識をふ

まえれば，音楽作品についてとりあげている音

楽書や音楽雑誌の場合は別として，音楽作品そ

のものである楽譜や録音資料については，主題

件名に関して図書と同様に考えることが難しい

と推測できるであろう O

現時点では，楽譜や録音資料に対しでも，英

語圏の国では一般に， r米国議会図書館件名標
目表JLCSHが使用される。ちなみに，上記

の「ツァラトゥストラはかく語りきJの楽譜に

付与されている主題件名は「交響詩ースコア」

である。当該楽曲は，ニーチェの同名作品に構

想を得ているが，インスピレーションの源となっ

たニーチェの図書については， rphilosophy j， 

rSuperman (Philosophical concept) jという

主題件名が付与されている。このように，同じ

テーマを扱っていても，資料媒体によって主題

アクセスが異なってしまうという開題がある。

また，楽譜資料に付与されている件名「交響

詩Jは，標題音楽の一種を表す語であり，その

作品の主患を表現しているというわけではない。

米国議会図書館 LCは，作品自体の形式や様

式と作品の主題を表す形式とを区別するために，

LCSHを基にして Genre/Form標毘を設定

するプロジェクトを開始している o これは

Librαry of Congress Genre/Form Terms 

for Librαry α九d ArchivαlMαteriαls 

(LCGFT)8lと呼ばれ，書誌レコードで使用さ

れることとなった。映画やテレビ番組などの他

に，音楽分野も含まれている。音楽に関する用

語については，米国音楽圏書館協会 Music

Li brary Associa tion (MLA)が積極的に協

力しているo 書誌レコード作成では，当該標自

のためのタグ (MARC21では655)が設定され，

Genre/form標自であることを示すコード

lcgftを付して記録されているO

3.音楽情報の特性に対応したメタデータ

3. 1 新しい自録規則による対応

本章では，上述の音楽情報の特性を書誌情報

の記述においてどのように表現するのかについ

て，英米自録規則第 2版 AACR2Rの改訂と

して2010年に刊行された目録規則 Resource



Description and Access (RDA) 9)を中心に考

察する O

RDAは， I書誌レコードの機能的要件J

FRBRと「典拠データの機能的要件JFRAD 

の概念モデルに基づいているo FRBRに基づ

くヂータベースが音楽文献の蓄積と検索にし1か

に適切であるかについては， Brenneが指摘し

ている 10)0 Brenneは，苦楽情報に関する書誌

レコードの要素について，目録規則の観点から

分析しているo 本稿では，音楽情報の特性との

関連性から， FRBRの第 1グループの実体

「知的・芸術的活動の成果Jモデルに基づいて

検討を行う O

第 1グループの実体は，抽象的なコンテンツ

である著作と表現形，具体的なコンテンツであ

る体現形と対象資料から成る。実体の関係につ

いて， FRBR研究報告では，事例の 1っとし

て， J.S.バッハの「無伴奏チェロ組曲」という

作品(=著作)に対する異なる奏者による演奏

とその録者資料が示されている。同一音楽作品

が異なる奏者で具現化されている事例は，図1

のように異なる表現形として表されるo体現形

は表現形を具現化した製作物なので，内容は同

ーでも異なるキャリアの場合は，新たな体現形

と見なすことになるO

表現形1と2として，同一作品に対する奏者

が異なる情報を示すことによって，複数のパー

ジョンが存在することを整理できたことになるO

音楽晴報のメタデータ:新たな目録規則の可能性

これは，音楽情報の特性(2 )としてあげた多

様な刊行形態の一例として理解できるO そして，

同ーの表現形に対する異なる体現形は，音楽情

報の特性(1 )で説明した刊行資料の多様性が

整理されたことを示しているO

また， FRBR最終報告の第5章第3節では雪

書誌レコード上で表現される書誌的関連につい

て，第1グループの同一実体間での関連を分析

している。具体的なコンテンツである体現形と

個別資料については，分野ごとの特異性が現れ

にくいことから，ここではコンテンツに関わる

著作と表現形において，音楽に関連する具体例

を確認し， これらを音楽情報の特性に照らし合

わせてみることにするo FRBRで示されてい

る関連は，同一著作の表現形間では編曲，異な

る著作の表現形間ではカヂンツァ，付随音楽，

テキストに伴う音楽，変奏曲である O

編曲は，原曲とは異なる演奏手段のために作

曲される。したがって，第2章で述べたとおり，

多様な刊行形態を製作することにつながるO

カデンツァは，オーケストラと競演する独奏

者が郎興的に演奏する部分である o FRBRで

は，追補という関連タイプとして説明されてい

る。カデンツァの部分は，独奏者に任されてい

るという意味では独立しているが，作品の一部

分として本の楽曲に依存しているため，その作

品とのコンテクスト以外ではほとんど価値がな

い。しかし，もとの作品とは独立して演奏者ご
-・・欄刷剛闘鵬闘騨酬__s鯛欄開聞欄開閉帽冒箇園園田・・幽幽幽舗幽僧健闘側副幽樹齢鴎幽幽臨.幽幽包出国箇箇箇侮掴固因・.掴 E 淘圃思困層圏聞網開園調嶋繍欄鵬樹齢幽鍋雌鵬創箇箇幽綱箇箇園幽属品、，e' 、

著作 1: J.S.Bachの Sixsuites for unaccompanied cello 

表現形 1: 1963年と1965年に録音された Janos Star kerによる演奏

体現形 1: 1965年に331/3 rpmの録音ディスクで Mercuryによって公開された録音物

体現形2: 1991年にコンパクト・ディスクで Mercuryによって再公開された録音物

表現形2: 1983年に録音された Yo-Yo-Maによる演奏

体現形 1: 1983年に331/3 rpmの録音ディスクでCBSRecOIせsによって公開された録音物

体現形2: 1992年にコンパクト・ディスクで CBSRecordsによって再公開された録者物

個別資料1:愛知淑徳大学マルチメディア資料室が所蔵するコンパクト・ディスク
， 、、

司繍開聞調・ m 閉帽欄幽.幽幽齢回開---珊珊回開暢関宿開欄開閉町陽陣開園園田園・園周園田開園・胆開聞関宿--障関開--園刷輔副胤幽幽幽細細旬担司'綱嶋臨幽幽姐幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽.-

図 1.第1グループの実体の例(個別資料の部分については筆者が追加)11) 
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とに様々なパージョンが出版されることもあり，

松下は「作品の断片化Jとして説明している O

つまり，作品の収載形態として部分的なものの

みであることと，多様な刊行形態という特性と

を併せ持つものであるといえる。その他に追補

の関連タイプでは，漉劇や番組などで使用する

ために作られた音楽である付髄音楽と，劇音楽

などのようにテキスト作品を題材として作られ

たテキストに伴う音楽があげられている。

変奏曲は，改作という関連タイプとしてあげ

られている。変奏の基になった楽曲からみると

各変奏曲は改作という位置づけになるのであろ

う。通常原曲と変奏曲を含めて lつの作品とし

て取り扱うが，ここでは変奏曲を別個の作品と

して見なしていると思われる。一刊行物に複数

の楽曲を収載すると見なせば，作品の収載形態

に関わってくると考えられる。

RDAでは，第 6章「著作と表現形の識別」

Identifying Works and Expressions中の第

28節でヲ編曲などの何らかの関連を持つ音楽作

品のタイプに関する Authorized access 

points (従来の標目と同義)の適用について説

明している。したがって， これらの関連は，

RDAにおいて標目で表現するように指示され

ていることになる O これまでの目録規則におい

てもヲ苦楽資料の組織化では，統一タイト Jレを

設定することによって，同一作品の音楽資料に

関する書誌レコードの集中と識別が工夫されて

きた1九音楽情報の特性としてあげられている

多様な資料媒体と多様な刊行形態および多様な

収載形態を考慮すれば，作品の統一タイトルに

よる一元的な管理が，資料媒体毎に扱われてい

た書誌レコード群を網羅的に検索することを可

能としてきたという点で重要で‘あるO

しかしながら， タイト jレは刊行物 (FRBR

での体現形)単位でとらえられるため，全集・

叢書や選集など、については，検索の観点からは

有効性が低い結果となってしまう o FRBRで

利用者のタスクにおいて，著作と表現形の識別

に関して，統一タイト jレの付記事項で、ある演奏

手段，番号表示，諦があげられており 13) 集合

タイト lレが想定されていないことは明らかであ

る14)。

前章で説明したように， これまでは刊行資料

を分析対象としてきたことから，刊行の形態や

版によって同定されていた。しかし，情報のコ

ンテンツ contentの種類と媒体 carnerの種

類を区別して記録することによって，前者の違

いであれば表現形のレベルで、の多様性を整理で、

き，後者であれば体現形のレベルでの多様性を

まとめることができるo RDAでは FRBRの

概念モデルに則ることによって，著作単位で実

体聞の関係が明確になったことにより 9 音楽情

報の刊行資料の特性における複雑な関係性も整

理することができたと考えられる O

RDAでの記述は体現形を対象とするO 具体

的に RDAではどのように表現されるのかを

確認するために，図 1中の表現形2体現形1と

して例示されている 11983年に331/3 rpmの

録音ディスクで CBSRecordsによって公開

された録音物Jを記述した(図2参照)。なお，

RDAと AACR2Rでは，標目などについて

異なる用語を使うことになっているが15) 分か

りやすさを優先するために，図中の項目には従

来の用語を用いた。

また，図1で示しているように，図2で例に

あげた体現形は，別の異なる体現形が関連して

いるO これらの創作物が関連する著作には，さ

らに異なる表現形とそれに関連する体現形が存

在することがわかっているので，図2のデータ

にはさらにこれらの体現形のデータがつながっ

ていくことになる D

加えて，当該事例の「無伴奏チェロ組曲」は，

l番から 6番までの6曲の組曲がlセットになっ

た作品であるO そのため，各曲が独立して演奏

されることも多く，それぞれをメタデータ作成

対象とすることも可能である O その場合には，

著作聞の関連がさらに拡張することになるO

このように， FRBRの概念モデjレに基づく

RDAは，多様な資料媒体と刊行形態を実体モ
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億
体現形の識見Ij
本合イトル The unaccompanied cello suites 
並列歩イトル Suiten fur Violoncello 
本合イトJレに関わる者作責任 Johann Sebastian Bach 
出版年 Ipl~~3 
出版地 [Place of publication not identifiedJ 
出版者 CBS Masterworks 
体現形のID 13M 37867 CBS Masterworks 
体現形のID D3 37867 CBS Masterworks 
キャリアに関する記述
メディアタイプ audio 

実体 キャリア告イプ audio disc 
数量 3 audio disc 
大きさ 30 cm 
の録音タイプ digital 

ま錬音チャンネ峨定 stereo 

者作の識別
タイトル標目 Suites. violoncello， BWV 1007-1012 
者作の作成田 1720 

表現形の識別
コンナンツヲイブ lP~γformed music 
表現協の製作日 1983 
内容の記述

No. 1， S. 1007. G major (16:00) - No. 2， S. 1008. D minor (19:00)一
No. 3， S. 1009， C major (20:00) --No凋 4，S.1010，Eイlatmajor (25:00) 

要約 --No. 5. S. 1011， C minor (25:00) - No. 6， S. 1012. D m司jor(27:00) 

|基本的な弱遼
異体化された者 ;自] ISuites. violoncello. BWV 1007-1012 

実
具体化された表 宋自 ISuites.violoncello. 8WV 1007-1012 (1983) 
者作に露連する億人，間体など
体
作成者[標自+関連指ホコード Isach..J9hann$ebastian. 1685-1750. composer 
関
著作に機連する個人，団体など
の 寄与者自裏目+関連指ホコード IMa.Yo-Yo， 1955-，perrormer 
関
関連表現形
連
関連薮現形[標目+関連指示コードJI HecorcliriKof:8ach. Johann Sebastian.. Suites， violoncello. BWV 1007目 1012
関連休現形
関連体現形 IAlso issued as: Sony 828767875125 

図2.音楽作品における実体聞の関係の異体例

デルによって整理したことから， AACR2Rで

の資料媒体による束縛から離れることができ，

音楽の場合に特に問題であった作品の収載形態

という制約から解放されたことになるO 新たな

目録規則では，同一作品のもとで多元的な情報

媒体を管理するという，音楽靖報で長らく求め

られてきた要件に適ったものとなっていると考

えられる O 古川が，刊行媒体という枠組みでは

なく，一論文・一著作内容という構成部分を対

象として書誌情報を検討することが求められて

おり， RDAにおいて粒度に関して規定され
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たことを評価している1へと述べているとおり

である O ストリーミングで聴くことができる音

楽配信サービスが普及してきた現在の情報環境

では，資料を探すのではなく，特定の作品を探

すというユーザのニーズを考慮するならばべ

個々の作品の検索を有効にすることは，刊行資

料にとらわれない検索が特に大事で、あるO

以上は，刊行資料の特性への対応における問

題の整理であるO 第2章で述べたように，音楽

情報のメタデータでは音楽作品に関わる特性に

ついても考慮する必要がある O ニックネームな
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と、については，後述するリンクデータで対応が

可能になると考えられるため， ここでは主題に

関する現状を簡単に述べるo

園内で用いられる主題件名標自表は『基本件

名標自表』が一般的であるが，一般件名表であ

るため，特定の分野に関して不十分な点が多く，

音楽についても同様であるといえるo 欧州では，

自本と同様に一般に件名付与の慣習が低い。そ

のため，国際的な観点においても，音楽資料に

付与される主題語は LC8Hが普及しているo

MLAは長年， LC8Hの音楽件名についての

問題を指摘してきたω。そして， LC8Hの構

造的な問題を解決するために，美術・建築分野

のシソーラス Artand Architecture Thesaurus 

をモデルとして， M usic Thesa urusの構築を

目指した則。しかしながら，資金的な問題や，

途中で始まった LCによる Genre/Form標

自のプロジェクトへの協力などの理由により，

MLA BCC Genre/Form Task Forceに移

行している2九この特別委員会では，ジャンル

や形式，演奏媒体の用語の整合性をとり，

MLAが独自に作成した楽曲様式/形式リスト，

民族音楽シソーラスなどから必要な用語を

LC8Hの語嚢に追加していくことを目的とし

ている目。このように，音楽の主題用語につい

ては開発途中であり，構築した語棄をどのよう

に検索時に活かしていくのかについては，さら

に詳細な検討が必要であるO

3. 2 リンクされたデータLinkeddata 

図書館での Linkeddataの活用に関する報

おいて，現状の書誌情報での問題点とし

て，図書館データがウェブ上の情報資源と統合

されていないことや，図書館コミュニティ独自

のものであり，自然言語によるデータが多いこ

となどの問題が指摘されているヘ書誌情報と

リンクした典拠レコードを想定すれば容易に理

解できるとおり，現状ではほとんどの場合テキ

ストで情報のコントロールを行っている。

RDAでは， メタデータの記述を Linked

dataの環境でおこなうことが求められてい

る23)0 Linked dataは， ダプリンコア・メタ

データ・イニシアティブ (DCMI)カまコアボキャ

ブラリーとして導入に努めてきたもので，

RDA作成にあたり図書館界にも強く働きかけ

を行ってきた24)0Linked dataではセマンティッ

クウェブ上で UR1を用いて，図書舘内外のコ

ミュニティと互換性を持つことができるように

期待されている。このことによって，ウェブ環

境で共脊データを活用でき，データの統合や管

理を改善できる o LC は Thesaurusfor 

Graphic Materialsや LC8Hなどの語葉集

に Linkeddataおよびセマンティックウェブ

の構造を取り入れている日。国立国会図書館

Web NDL Authorities26)が提供している典拠

ヂータの検索・提供サービスにおいても，各典

拠データは UR1によって参照できるようになっ

ており，γタデータ作成の環境が整いつつある
といえよう。

典拠データを UR1で表現することによって，

音楽作品名で問題となっている多言語やニック

ネームの使用を解決することが容易になる口こ

のことは音楽作品に限定したことではないが，

言語に頼らない点で，音楽作品には特に有効で

あると思われる O

図 3は，図 2の RDA メタデータを，

Millerの図2勺こ倣って， Linked dataで表現

しようと試みたものである。各実体の識別子を

利用することによって，すべてのリンクが意味

を持つものとなる口

現在 18027729として申請中の

1n terna tional 8tandard N ame 1den tifier 

(I8NI)却は，音楽図書館界でも注目されている

識別子である口その理由として，図書館やアー

カイブズなど関連機関で共有できる国際的な名

称典拠となるものが必要であること， 18N1の

開発に関して出版者などの商業団体だけでなく，

イギリス国立図書館， フランス国立図書館，

OCLCが関与していることがある。さらに，
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模蕗がある

機自がある

図3.Linked dataによる RDAメタデータ

ISNIの登録において国際ヴアーチャル典拠ファ

イノレ VIAF29)が利用されることになっているこ

とから，図書館での書誌コントロールにおいて

も関連度が高いと判断でき，識別子に関して商

用的な利用の観点から慎重である図書館界がそ

の動向を注視しているo 図書館内外で利用でき

る識別子が開発されることによって，文字に頼

らないで相互運用性を向上したリンクされたデー

タ環境が整ってくることになる。

リンクされたデータの環境でメタデータ作成

を行うことを実現するために，オープンソース

のソフトウェアとして eXtensibleCa七alog

(XC)がある39)D このソフトウェアを利用する

ことで，パッチサービスを利用して過去の

MARCレコードのデータを Linkeddataに

変換できるようになっている。図書館はこれま

で作成・蓄積してきた過去の書誌データをセマ

ンティックウェブ上で活用することができるよ

うに， Linked dataとしての利用を検討する

ことを前提としており，今後 Linkeddataを

取り込んだ図書館システムの開発と導入を検討

する必要があるo XCはそうしたシステム開発

のための基盤となるものとしての一例であるo

国内では，九州大学附属図書館が XCソフト

ウェアを使って図書館システムの開発を行い，

Cute.Searchベータ版31)の提供を開始しているO

4. おわりに

LCは RDAに関する情報サイト拍を開設し，

新しい目録規則に関する情報の他に，様々な研

修用資料も利用できるようにしている O アメリ

カ図書館協会 (ALA)などの図書館関連団体

や教育機関では，ウェブを活用した講習会をた

びたび実施しているO このように欧米ではすで

に，活発に RDAの研修や講習会が開催され，

新たな目録規期への対応の準備が進められてい

るD
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翻って国内では，未だに RDAについての

情報が不足しており，新しい情報環境への対応

について積極的な動きが見られな ~'o 永田が日

本図書館協会に向けて「整理技術」の見直しに

ついて顧客のニーズを鑑みた検討をするように

指摘しているが汽このことは日本図書館協会

のみに向けられているわけではなく，日本図書

館協会を担う一人一人の自覚に関わることであ

ろうo また図書館関連団体も真撃に受け止める

必要があるo 音楽図書館界においても，新たな

目録規則について組織として対応する動きは今

のところない。米国では，すでに RDAに準

拠して作成している大規模図書館もあり，

OCLCの総合目録でも RDA準拠の書誌レコー

ドが増えている。海外の音楽書誌情報を活用す

る機会の多い音楽図書館では， こうした動向に

後れをとらないようにすることが肝要で‘ある O

本稿では，音楽情報の特性を考慮したメタデー

タについて，新たな目録規則で採用された概念、

モデゾレに基づ、いて整理することが可能となった

ことを示した。しかし，第3章で指摘したよう

に，音楽情報に対する主題からのアクセスにつ

いては，今後さらに検討が必要である O 歌詞が

なく文字を持たない楽曲へのアプローチを保障

するためのメタデータをどのように工夫するか

については，音楽情報探索における利用者研究

が必要と考えているo
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